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研究成果の概要：

ハマグリは日本各地の干潟で最も普通に見られる二枚貝であったが、現在は多くの地域で激

減している。本研究では『干潟が健全で乱獲がなければ、ハマグリは砂質干潟の優占種で、そ

の保全は漁業だけでなく、干潟生態系を守る上でも重要である』との考えに基づき、本種の生

活史特性の把握、個体数激減の原因解明、さらに、資源管理技術確立に向けた研究を進めた。

なお、得られた成果を講演会などで発表すると共に、著書やリーフレットにまとめた。
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１．研究開始当初の背景

各地の貝塚から産出する貝類は、ハマ

グリ類が特に多く、日本の多くの地域の

人々が太古よりハマグリ類から多大な恩

恵を受けていたことがわかる。国内には

ハマグリMeretrix lusoriaとチョウセンハ
マグリM. lamarckiiの２種が生息するが、
両種とも多くの地域で絶滅寸前である。

そのため、我が国は国内消費の 90%以上
をシナハマグリM. petechialisなどの輸入

に頼っている。
研究代表者らは、1990年代より東アジア
を対象にハマグリ類の類縁関係・生息状況
などを研究している。これは、国内のハマ
グリ類資源を保全するためには、まず、ハ
マグリ類の同定方法の確立と生息状況の把
握が急務だったからである。また、2005年
度からはハマグリ M. lusoriaの資源管理技
術の確立のために、厳格な資源管理を行っ
ている加布里（福岡県西端）と資源管理の
不十分な白川（熊本市）で比較研究を開始
していた。
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２．研究の目的

国内の多くの地域で、ハマグリは絶滅の危

機にある。ハマグリを保全するには、生息地

である干潟そのものの保全と資源管理に基

づく漁業経営が不可欠である。しかし、効果

的な資源管理を進めるための基礎データは

まだまだ不足している。「途中で死んでしま

うのではないか？」、「他の漁場に移動しない

か？」等の漁業者の疑問に回答し、合意形成

に基づいた適切な資源管理策を作成する必

要がある。なお、研究代表者は『環境が健全

であれば、ハマグリは砂質干潟の、アサリは

砂泥質干潟の優占種であり、これらの二枚貝

がいることで健全な生物攪乱・濾過・食物連

鎖が成立し、干潟の生物多様性が保たれる』

と考えている。もしそうなら、ハマグリの資

源管理は、同時に生息地の保全につながるも

のである。

また、地域固有の遺伝子を持ったハマグリ

（地ハマグリ）を保全することは、水産資源

保護・生物多様性保全の観点だけでなく、「地

産地消」を通じて「食の安全」を確保する上

でも、緊急・重要な課題である。

以上の観点から、本研究ではハマグリの資
源管理に必要な基礎的なデータを収集する
ことを目的とする。

３．研究の方法
ハマグの資源管理技術の確立のために、厳
格な資源管理を行っている加布里（福岡県西
端）と資源管理の不十分な白川（熊本市）で、
比較研究を行った。
具体的には、加布里と白川で、月 1回の定
量調査を行い、漁獲量・資源量・稚貝の加入・
成長などを把握すると共に、環境データを収
集し、ハマグリ資源の継続的利用のための基
礎データとした。また、資源管理に不可欠な
稚貝着底（分布・移動）と成貝の移動を重点
的に研究するために、着底実験・飼育実験等
を行った。

４．研究成果

以下のことが明らかになった。

(1) 国内各地にハマグリは生き残っているが、
多くの場所で乱獲されていること。

(2) シナハマグリや他地域産ハマグリの放
流・畜養が、全国各地で頻繁に行われてい

ること。

(3) ハマグリは河川内の泥分の低い砂地に着
底し、成長とともに海域に分散すること。

(4) 殻長 2～4cmのハマグリは 1年に 1cmあま
り成長すること（定期採集と野外飼育より

推定）。

(5) 幼生・稚貝の時期を除けばハマグリの死
亡率は低く、塩分低下や暑さ・寒さにも強

いこと。

(6) 厳密な漁獲管理を行っている加布里では、
ハマグリが優占種で、1 平方メートルあた

り平均 1kg 以上、殻長 3cm 以上の成貝に限

っても平均 30 個体以上が生息しているこ

と。

(7) 漁獲管理の不十分な白川では、成貝の密
度は低いが、稚貝の密度は加布里と大差な

いこと。

これらの結果より、以下のことが推定さ

れた。

(1) 国内におけるハマグリの激減は、ダムや

川砂採取による泥化が原因であること。近

年、いくつかの干潟ではハマグリが増加し

ているが、これは川砂採取の禁止によると

ころが大きいこと。

(2) 乱獲がハマグリ激減の主因である漁場も

少なくないこと。管理なしには資源の回復

は難しいこと。

以上の結果より、ハマグリは資源管理の効
果が十分に期待できる貝類であることが
明らかになった。

※ 以下、一般向けに作成したリーフレット
より抜粋。
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